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エネルギー関連機器に関する支出と
省エネ型機器の選択における
意思決定に関する研究

３．これまでの研究成果
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３．これまでの研究成果

・家庭分野での省エネルギーの推進に向けて、経済的なインセンティブの付
与による誘導も試行されているが、短期的な施策で終わることが多い。
・買い替えの際に高効率省エネ機器を選択することは、省エネルギー促進に
大いに役立つものの、導入コスト負担感から必ずしも選択されない。

省エネルギー行動変容を促す経済的インセンティブのあり方を家計全体の経
済性評価を踏まえて検討し、省エネルギー型機器の選択を促す手法の開発を
行う。特に、省エネ高効率給湯器を題材に、従来型給湯器との市場価格差の
表示や回収年数、ランニングコストメリット等の伝え方を検討し、購入に至
るプロセスを踏まえたリーフレットを作成する。

日本女子大学 家政学部 教授 天野 晴子
専門分野：家政学
【省エネ型機器の選択における意思決定に関する研究】
エネルギー関連機器に関する支出の調査
省エネ機器の選択の意思決定に関するアンケート調査
省エネ高効率給湯器の選択ツールの開発
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主な成果：節約上手は「エコジョーズ」
＜概要＞
対象：一般消費者
体裁：A4 両面
監修：日本女子大学 教授 天野晴子
制作：暮らし創造研究会
発行：一般社団法人日本ガス協会

東京ガス株式会社
部数：53,500部(2016年3月現在）

＜内容＞
家庭でのエネルギー使用量の内、給湯分野
が約3割を占める。そこで、省エネ機器選択
の意思決定に関し、ガス給湯器に焦点を当
て、2011年4月以降（＝震災以降を想定）
にガス給湯器の買い換え経験者を対象にア
ンケート調査を実施した。さらに、店舗ヒ
アリング、店頭視察、リーフレットに関す
る消費者ヒアリング等をもとに、求められ
ている情報を抽出し、リーフレットにまと
めた。

⑵省エネ行動促進手法の開発・普及
３．これまでの研究成果

主な成果：節約上手は「エコジョーズ」リーフレット
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調査を行った結果、以下の３点が重要であることが示唆された。
①買い替えニーズが発生した段階での情報提供が重要
②省エネ機器の選択・非選択ともに、経済的インセンティブ大
③省エネ性能に加え、ランニングコストを含めた価格面でのコストメリット等
をきちんと伝えることが鍵

⑵省エネ行動促進手法の開発・普及
３．これまでの研究成果

これまでは…

試算状況等も含めて情報量が多く、
読み手に主張ポイントが伝わらな
かった …

※今回作成した見本用のリーフ
レットは東京ガスの数値が入っ
ている。事業者ごとに入れ替え
ることで全国で使用することが
可能である。

アンケート、ヒアリング結果を踏ま
え以下のポイントに絞ったリーフ
レットを作成

【重視ポイントと優先順位】
1．ランニングコスト
2．導入コスト
3．料金プラン
4．環境負荷削減
5．省エネ性

※ただし、3の料金プランに関しては会社ごとに異なるため今回
のリーフレットでは記載していない。
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⑵省エネ行動促進手法の開発・普及
３．これまでの研究成果

従来タイプの給湯器を購入者は、そもそも
購入時に比較していない。
リーフレットの表面では、研究から明らか
となった重視ポイントのトップ２を紹介し
ている。

１．ランニングコスト
２．導入コスト

従来型給湯器購入者
（n=309）

Q：購入の際に省エネ高効率給湯器（エコジョーズ）
と従来型給湯器の比較を行いましたか。
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⑵省エネ行動促進手法の開発・普及
３．これまでの研究成果

省エネ高効率給湯器の普及にはまだまだ広
報活動が足りていないと消費者は感じてい
る。リーフレットの裏面では、コストと合
せて重要な環境面、省エネ面を紹介してい
る。

省エネ高効率給湯器普及に
必要だと思われること（ｎ＝618）


